
添付11 医療情報システム構築スケジュール

2025年 2026年 2027年
ベンダー作業 -17ヶ月 -16ヶ月 -15ヶ月 -14ヶ月 -13ヶ月 -12ヶ月 -11ヶ月 -10ヶ月 -9ヶ月 -8ヶ月 -7ヶ月 -6ヶ月 -5ヶ月 -4ヶ月 -3ヶ月 -2ヶ月 -1ヵ月 0 +1ヶ月
病院・ベンダー共同作業 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬 初旬 下旬

建築マスタースケジュール

医療機器・什器スケジュール

情報システムケジュール

プロジェクト計画・調整

機能・仕様確認

運用検討（WG）

機能設計

システム構築

マスタ・コンテンツ設計

マスタ・コンテンツ構築

システム確認（テスト）

マスタ検証

連携テスト（システム）

連携テスト（機器）

操作教育計画

操作教育

操作習熟・訓練

運用確認

端末配置最終調整

リハーサル計画

リハーサル

個別（部門）リハーサル

事前データ入力

本番稼働

稼働立会

HISシステム構築～稼働テスト

ベンダー決定（契約）

開設

（グランドオープン）
病院棟完成（引き渡し）本館

付属棟：住之江診療所として暫定運営 GWを利用して

開設準備

ネットワークスイッチ等設置・調整

医療機器・什器の搬入・設置（順次実施）

サーバ機器設置～設定

端末展開
端末キッティング

ベンダ開発場所で実施

デモ機等を持ち込んで実施

EXCEL等を用いて作業

ベンダ開発場所で実施 本番環境構築

ベンダ開発環境で実施

ベンダ開発環境で実施

本番環境に移行

本番環境で実施

ベンダ開発環境で実施

ベンダ開発環境で実施

本番環境で実施

本番環境で実施

本番環境と実機で実施

教育用環境を持ち込んで実施

1回目 2回目 3回目（予備）

適宜

現場で運用確認

運用確認に合わせて調整

適宜

教育内容とプログラムはベンダが検討し、実際の教育対象者の勤務

予定を考慮してスケジュール調整が必要となる。

リハーサルで、機器との連携まで実施するかは検討が必要。

機器との連携については部門個別リハーサル等での対応も検討する。

リハーサル計画は、運用検討が終了した時点から開始可能であるが、

具体的な操作イメージ等も考慮して重点ポイントを設定すると効果的。

実際の施設で、患者・職員の動線を確認しながら、事前に検討した運用の

チェックを行い、最終決定した運用を、職員間で周知する。
周知

各職員の操作練習（教育後の個人・部署での練習）については、練習環境を

どこに、どの様に準備できるか、ベンダーとの調整が必要。

患者無しで運用開始するため、オーダや入院患者等の事前入力は不要であるが、医師のセット入力、予

約枠の設定等、事前のマスタ構築とは別に、個人（診療科等）単位での準備を行う。

LAN配線工事は原則建物本体工事での対応とするが、

サーバ室内のラック設置等の作業が引き渡し前に必要とな

る場合は、別途建築工事会社と引き渡し前の作業について

調整する。

システム間連携について、テスト用環境等を用いて事前に

ベンダ環境で確認（テスト）を実施する。

翌月以後の勤務スケジュールに合わせて事前に操作研修を計画し、そ

のスケジュールに合わせて研修を実施する。

機器の搬入・設置・調整スケジュールに合わせ

て確認（テスト）を実施する。

最終的には、決定したベンダーと調整してスケジュールを決定する。

システムの基本的動作、及び新病院に合わせた動作については、

事前にベンダ開発環境で確認（テスト）を実施する。

稼働直後の現地立会の他、稼働後1.5ヶ月程度は即応体制を取れること。

また、稼働後最初のレセプト作成時の対応体制を取ること。

添付11 医療情報システム構築スケジュール


	添付11 医療情報システム構築スケジュール

